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「南鳥島文献リスト_小笠原自然文化研究所版 ver.20260505」の公開、 

並びに情報提供のお願い、及び現地調査実施の提案 

 

2026年 5月 5日 NPO法人 小笠原自然文化研究所 

 

2026 年 4 月 21 日、赤沢経済産業省大臣より小笠原村の渋谷村長に対して、南鳥島における

文献調査（高レベル放射性廃棄物の最終処分場建設検討のための第 1 段階）に着手する方針が

伝えられました。小笠原自然文化研究所では、2026 年 4 月 9 日付け HP 等に掲載の通り、同最

終処分場建設の検討においては、開かれた意志決定プロセスの重要性と、知見の少ない南鳥島

の情報を地域自ら収集する必要性を述べてまいりました。当研究所では、引き続き以下の要望を

継続して参ります。 

 

 

 

 

●南鳥島に関する民間独自の文献・情報収集を実施します 

小笠原自然文化研究所では南鳥島に関連するさまざまな文献の収集を開始し、生物・自然

環境の専門家や文献収集家等から多くの文献や情報の提供、紹介を頂きました。ここに厚く

御礼を申し上げます。 

当研究所では、今後も南鳥島に関する自然環境等の文献収集を続けます。また、収集した

文献により「南鳥島文献リスト_小笠原自然文化研究所版」を創設し、島民がアクセス可能な形

で広く一般に情報を公開します。さらに小笠原村、経済産業省、原子力発電環境整備機構に

も情報を提供する等、南鳥島の議論を深めるための努力を続けてまいります。研究者、専門

家をはじめ、文献・情報をお持ちの方々は、「南鳥島文献リスト_小笠原自然文化研究所版」宛

に、ぜひ、情報をお寄せ頂きたく、お願いいたします。また、本情報は幅広い拡散を希望しま

す。みなさまのご協力をお願いいたします。 

なお、本日は「南鳥島文献リスト_小笠原自然文化研究所版」の第 1報として、2026年 5月 4

日時点の情報（文献等のタイトル、情報へのアクセス方法及び所在）を公開します。 

 

●地域主体の現地調査実現の提案・要望 

南鳥島は、小笠原諸島においても、もっとも情報の少ない島嶼のひとつです。しかしながら、

これまでの収集文献から小笠原固有種ミズタマヤッコの発見地、トゲミウドノキの国内唯一の生

息地、日本唯一のシロアジサシの繁殖地等の情報が得られました。情報が少ないながら、南
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鳥島は十分に保全価値のある島嶼であるとともに、生物地理学の観点から、洋上に孤立した

南鳥島は、多くの海洋生物にとって不可欠なステップストーンとなっている可能性があります。 

当研究所では、小笠原諸島をかたちづくる重要なピースである南鳥島の自然環境が未解明

のままで、高レベル核廃棄物の最終処分場等の建設や建設のための調査や実験等によって、

価値を失う可能性を強く憂慮しています。 

私たちは、小笠原諸島における数多くの無人島の自然環境調査及び、調査隊の組織運営の

経験に基づき、これに小笠原研究者のネットワークを駆使して、南鳥島の自然環境の現況を

把握するための現地調査の実施を提案いたします。 
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＜別添資料＞   

2026 年 5月 5日 

 

南鳥島文献リスト  

小笠原自然文化研究所版 ver.20260505 

 

NPO 法人 小笠原自然文化研究所 

 

1. 自然生態系に関する価値 

 当研究所が収集した南鳥島関連文献および資料から、南鳥島の注目すべき自然生態系

の価値を書き出しました。この他にお気づきの事項がございましたら、小笠原自然文化

研究所まで情報をお寄せください。ご協力お願い申し上げます。 

E-mail: i-bo★ogasawara.or.jp（★を@に直して送信してください。） 

 

◯日本国内最古の火山―サンゴ礁地形 

・海盆底はジュラ紀、火山体はジュラ紀または白亜紀に形成。火山体の沈降にともない

サンゴ礁が上方へ成長し、環礁を経て最終段階の卓礁に至ったと推定されている。 

 

・南鳥島は田山利三郎博士によって提唱された卓礁（Table Reef）に分類される国内唯

一の島。サンゴ礁地形はエプロン礁（Apron Reef）⇒裾礁（Fringing Reef）⇒堡礁（Barrier 

Reed）⇒環礁（Atoll）⇒卓礁へと至る。 

 

◯日本国内唯一の植物自生地 

・国内唯一のトゲミウドノキ Pisonia grandis の自生地。南鳥島は本種の分布の北限にあ

たる。 

 

◯絶滅危惧種の甲殻類の生息地 

・サキシマオカヤドカリ Coenobita perlatus の生息地 

 環境省レッドリスト 2020: VU 

 （東京都レッドデータブック（島しょ部）2014: DD） 

 

◯小笠原諸島および周辺海域固有魚類の生息地 

・ミズタマヤッコ Genicanthus takeuchii の生息地 

  小笠原諸島固有種 

 （環境省海洋生物レッドリスト 2017: DD） 

  ミズタマヤッコは 1987 年に南鳥島において初めて発見された。発見当時、複数地点

から多くの個体が観察されており、本種の主生息地となっている可能性がある。本種は

最近、北マリアナ諸島のファラリョン・デ・パハロス島の他、南鳥島の東南東 1400km

に位置するウェーク島からも確認されており、南鳥島が本種の分布のステップ・ストー

ンとして機能している可能性が示唆される。 
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・ヤセタマカエルウオ Alticus orientalis の生息地 

 伊豆・小笠原諸島固有種 

 

◯太平洋プレート区特有の魚類相 

・南鳥島は日本で唯一太平洋プレート上に存在する島で、太平洋プレート区という沿岸

海洋生物地理区に属するため、国内では他に類を見ない生物相（サンゴ礁生物群集等）

が成立している可能性がある。南鳥島で生息記録のある魚類は、調査事例が限られるた

め 37 種と少ないが、このうち 35%にあたる 13 種が太平洋プレート区に特異的に分布

する種で占められている（クチボソボラ Neomyxus leuciscus、アライソハタ Serranus 

socialis、トンプソンチョウチョウウオ Hemitaurichthys thompsoni、サイハテユゴイ Kuhlia 

sandvicensis、メイキュウサザナミハギ Ctenochaetus hawaiiensis 等）。 

 

◯遺伝的に分化した爬虫類の生息地 

・南鳥島固有のハプロタイプを有するオガサワラトカゲ Cryptoblepharus nigropunctatus

個体群の生息地 

 

◯絶滅危惧種の爬虫類の生息地 

・ミナミトリシマヤモリ Perochirus atele の生息地（絶滅した可能性あり） 

 環境省レッドデータブック 2026: VU 

 （東京都レッドデータブック（島しょ部）2014: DD） 

 

◯日本国内唯一の海鳥繁殖地 

・シロアジサシ Gygis alba の国内唯一の繁殖地 

 2022 年の調査で 120 年ぶりに繁殖が再確認された。国内での繁殖記録は南鳥島に限

られる。 

 

◯絶滅危惧種の海鳥繁殖地 

・コアホウドリ Diomedea immutabilis の繁殖地（絶滅した可能性あり） 

 環境省レッドリスト 2026: EN 

  東京都レッドデータブック（島しょ部）2014: EN 

 

・アカオネッタイチョウ Phaethon rubricauda の繁殖地 

 環境省レッドリスト 2026: VU 

 東京都レッドデータブック（島しょ部）2014: VU 

 

・アカアシカツオドリ Sula sula の巣材運び行動記録 

 環境省レッドリスト 2026: VU 

  東京都レッドデータブック（島しょ部）2014: VU 
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・ヒメクロアジサシ Anous minutusの繁殖地 

 東京都レッドデータブック（島しょ部）2014: EN 

 

・シロアジサシ Gygis alba の繁殖地 

 東京都レッドデータブック（島しょ部）2014: EX 

  （2022年の調査で 120 年ぶりに繁殖が再確認されている。） 

 

◯海鳥の主要な繁殖地 

・ヒメクロアジサシ Anous minutusの国内最大の繁殖地 

 2022 年の調査では 139 巣が確認された。他の国内繁殖地は火山列島監獄岩（10 巣）、

宮古諸島フデ岩（1巣）に限られる。 

 

・セグロアジサシ Onychoprion fuscatus の主要な繁殖地 

  2022年の調査では、約 13500個体の繁殖集団が確認された。 

 

◯自然環境保護制度 

・国指定鳥獣保護区（2009 年 11月 1 日〜2029年 10月 31日） 

 

2. 南鳥島文献リスト 

 当研究所が収集した自然環境に関する文献資料をリスト化しました。一部の文献は分

野間で重複しています。⇒Web 公開ページの記述のある文献は、クリックすると Web 上

の公開ページが表示され、閲覧することができます。⇒Web 公開ページの記述の無い文

献についても小笠原自然文化研究所に所蔵していますので、閲覧ご希望の方はご連絡く

ださい。また、このリストに掲載されていない文献や資料をご存知でしたら、ぜひ小笠

原自然文化研究所まで情報をお寄せください。よろしくお願いいたします。 

E-mail: i-bo★ogasawara.or.jp（★を@に直して送信してください。） 

 

◯気象 

Bryan, WA (1903) A monograph of Marcus Island. Occasional Papers of Bernice P. Bishop 

Museum 2(1): 77-126. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5 月 2日） 

Ikagawa, T. (1986) Marcus Island. 41p. 

気象庁（編） (1963) 南鳥島・鳥島の気象累年報および調査報告. 気象庁, 188p. 

気象庁海洋気象部 (1979) 小笠原気象観測業務 10 年誌―再開 10 年を記念して―. 気象

庁海洋気象部, 121p.  

小笠原協会（編） (1997) 東京都小笠原諸島 絶海の孤島 南鳥島・沖の鳥島〜沿革と概

要〜. 小笠原 特集第 42号, 26. 

Ray RD, Merrifield, MA & Woodworth, PL (2023) Wave setup at the Minamitorishima tide gauge. 

Journal of Oceanography 79: 13-26. 

Sakagami, SF (1961) An ecological perspective of Marcus Island, with special reference to land 

animals. Pacific Science 15: 82-104. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026年 5月 2日） 

https://hbs.bishopmuseum.org/pubs-online/pdf/op2-1p77-126.pdf
https://scholarspace.manoa.hawaii.edu/server/api/core/bitstreams/cde4921f-62e2-40d5-9ce0-a2be09eb8019/content
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鈴木 耕・小関 昭造 (1963) 南鳥島上層の風―気温の周期について―. 南鳥島・鳥島の

気象累年報および調査報告. 気象庁, 151-155. 

八木 浩司・牧田 肇・木庭 元晴 (1992) 日本の最東端 南鳥島で働く人々. 地理 37(7): 

28-36. 

 

◯地形・地質・土壌 

Aftabuzzaman, Md, Yomogida, K, Suzuki, S, Takayanagi, H, Ishigaki, A, Machida, S, Asahara, 

Y, Yamamoto, K, Hirano, N, Sano, SI, Chiyonobu, S, Bassi, D & Iryu, Y. (2021) Multi-

approach characterization of shallow-water carbonates off Minamitorishima and their 

depositional settings/history. Island Arc 2021; 30:e12400, DOI: 10.1111/lar.12400. 

Bryan, WA (1903) A monograph of Marcus Island. Occasional Papers of Bernice P. Bishop 

Museum 2(1): 77-126. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5 月 2日） 

海老名 卓三郎 (2015) 海洋地質学者・父・田山利三郎の足跡―パラオ共和国・南洋群島・

明神礁―. 地図 53(2): 30-35. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026年 5 月 2日） 

Ikagawa, T. (1986) Marcus Island. 41p. 

猪間 収三郎 (1904) 南鳥島. 地学雑誌 16(11): 730-731. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 

2026年 5 月 3日） 

貝塚 爽平 (1996) 南鳥島と沖ノ鳥島 日本の東端と南端のサンゴ島. 中村 和郎・氏家 宏・

池原 貞雄・田口 日出夫・堀 信行（編）『日本の自然 地域編 8 南の島々』岩波書店, 

56-57. 

金沢大学理学部付属低レベル放射能実験施設 (1981) 14C 法による造礁生物化石の年代測

定（Ⅳ）. 金沢大学付属低レベル放射能実験施設研究概要・年次報告 1980.4~1981.3, 13.

⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 2 日） 

茅根 創 (2004) 国境のサンゴ礁. 環境省・日本サンゴ礁学会 (編)『日本のサンゴ礁』環境省, 

22-23. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026年 5月 2日） 

Konishi, K, Tanaka, T. & Omura, A (1985) Radiocarbon ages of “exposed reef” at Minamitori-

shima (Marcus Island), central Pacific. Proceedings of the Japan Academy. Series B, 

Physical and biological sciences 61: 284-287. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026年

5月 3日）  

三木 千紘・雨谷 純 (1990) Ⅱ. 3 南鳥島局の概要. 通信総合研究所季報 36(8): 51-59. ⇒

Web公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 2日）  

長岡 信治 (1987) 南鳥島および沖ノ鳥島の地形と地質. 小笠原研究年報 11: 88-95. 

中陣 隆夫 (2015) 田山利三郎博士の海底地形・地質学研究の業績―「大洋底拡大説」に

果たした役割―. 地図 53(2): 12-29. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 4

日） 

Sakagami, SF (1961) An ecological perspective of Marcus Island, with special reference to land 

animals. Pacific Science 15: 82-104. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026年 5月 2日） 

田山 利三郎 (1934) 我が南洋に於ける珊瑚礁の分布（豫報）. 地理学評論 10(7): 587-605. 

⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 3日）  

田山 利三郎 (1952) 南洋群島のサンゴ礁. 水路部報告 11. 海上保安廳水路部, 291p.  

https://hbs.bishopmuseum.org/pubs-online/pdf/op2-1p77-126.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjca/53/2/53_2_30/_pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jgeography1889/16/11/16_11_730/_pdf/-char/ja
https://www.ki-net.kanazawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2025/06/LLRL1980.4-1981.3.pdf
https://www.env.go.jp/nature/biodic/coralreefs/reference/mokuji/9901j.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/pjab1977/61/7/61_7_284/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/nictkenkyuhoukoku/36/8/36_51/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjca/53/2/53_2_12/_pdf
https://scholarspace.manoa.hawaii.edu/server/api/core/bitstreams/cde4921f-62e2-40d5-9ce0-a2be09eb8019/content
https://www.jstage.jst.go.jp/article/grj1925/10/7/10_7_587/_pdf
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⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 3 日）  

東京大学・東京大学海洋アライアンス (2025) 沖ノ鳥島・南鳥島の地生態工学的維持の

ための研究調査（成果報告書）. 東京都 沖ノ鳥島・南鳥島に関する研究調査事業 実

施類型 BⅡ実施機関 国立大学法人東京大学, 26p. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 

2026年 4 月 28日） 

東京大学・東京大学海洋アライアンス (2026) 沖ノ鳥島・南鳥島の地生態工学的維持の

ための研究調査（成果報告書）. 東京都 沖ノ鳥島・南鳥島に関する研究調査事業 実

施類型 BⅡ実施機関 国立大学法人東京大学, 47p. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 

2026年 4 月 28日） 

Ueda, Y (1988) Geophysical study of two seamounts near Minami-Tori Sima (Marcus) Island, 

Western Pacific Ocean. Journal of Geomagnetism and Geoelectricity 40(12): 1481-1501.  

⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 3日） 

八木 浩司・牧田 肇・木庭 元晴 (1992) 日本の最東端 南鳥島で働く人々. 地理 37: 28-

36. 

吉田 弟彦 (1902) 南鳥島視察. 地質学雑誌 14(166): 674-678. ⇒Web 公開ページ（最終

閲覧日: 2026 年 5月 3 日） 

 

◯藻類 

Tsuda, RT (1968) Some marine benthic algae from Marcus Island, Bonin Islands. Micronesica 

4(2): 207-212. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026年 5月 3 日） 

 

◯植物 

Bryan, WA (1903) A monograph of Marcus Island. Occasional Papers of Bernice P. Bishop 

Museum 2(1): 77-126. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5 月 2日） 

長谷川 義人 (1986) 南鳥島産植物目録. レポート日本の植物 30: 100-101. 

Ikagawa, T. (1986) Marcus Island. 41p. 

河原 恭一 (1995) 日本列島環境破壊 南鳥島からの報告 自然は破壊されゴミは野積さ

れる. 週刊金曜日, 3月 3日号, 19. 

延島 冬生・小谷野 伸二 (1991) 南鳥島の植物とアフリカマイマイ. 緑の推進委員ムニ

ン会資料, 18p. 

小笠原協会 (編)(1997) 南鳥島の歴史 日本国領有までの経緯（その二）. 小笠原第 137

号, 4. 

小笠原総合事務所国有林課 (2024) 南鳥島国有林の巡視. センターTOPICS 令和 6 年 2

月 29日, 1p. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 3 日） 

奥富 清・井関 智裕 (2004) 南鳥島（マーカス島）の植生. 東京植生研究会, 69p. 

Sakagami, SF (1961) An ecological perspective of Marcus Island, with special reference to land 

animals. Pacific Science 15: 82-104. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026年 5月 2日） 

津山 尚 (1938) 南鳥島産の植物. 植物研究雑誌 14(6): 425-426. ⇒Web 公開ページ（最

終閲覧日: 2026年 5月 3日） 

津山 尚 (1938) 南鳥島産の植物の補遺. 植物研究雑誌 14(8): 554. ⇒Web 公開ページ
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日） 

東京都島しょ農林水産総合センター (2008?) 日本最東端の島の有用魚類を調査する〜

南鳥島（マーカス）周辺での漁業資源調査〜. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026

年 4月 21 日） 

吉田  朋弘・本村  浩之  (2014) 屋久島から得られたハタ科魚類ヤマトトゲメギス

Aporops bilinearisの分類学的再検討. Nature of Kagoshima 40: 35-41.  

⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 3 日） 

吉原 重康 (1901) 小笠原島廳附屬未開の島嶼. 地質学雑誌 8(97): 436-443.  

⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5月 3日） 

 

◯爬虫類 

Bryan, WA (1903) A monograph of Marcus Island. Occasional Papers of Bernice P. Bishop 

Museum 2(1): 77-126. ⇒Web 公開ページ（最終閲覧日: 2026 年 5 月 2日） 
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294. ⇒Web公開ページ（最終閲覧日: 2026年 5 月 4日） 

波江 元志 (1905) 南鳥島産動物. 動物学雑誌 17: 223-226. 
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のおそれのある日本の野生生物 鳥類. 環境省, 539-543. ⇒Web 公開ページ（最終閲

覧日: 2026 年 5月 4日） 
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https://www.env.go.jp/nature/kisho/5th-rl-2026-book/03-5threddatabook-birds.pdf
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